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昭 48. 4. 1  小金井第一小学校及び東小学校の学区を 

一部編成替えのうえ南小学校として開校 

初代 菊地 秀夫 校長就任 

49. 5.10   第一期工事完成(普通教室・特別教室・管理室) 

49. 8.31  第二期工事完成（東棟特別教室） 

50. 3.10  校歌制定 

55. 3.16  第三期工事完成(普通教室４ 第一音楽室) 

57. 4. 1  第２代 藤野 欣三 校長就任 

58.10.29  開校１０周年記念式典挙行 

61. 4. 1   第３代 吉川 出善 校長就任 

63. 5.28  保護者と教師の会「みなみの会」発足 

63.11.28  東京都学校給食優良校として表彰 

平元. 4. 1  第４代 大久保 弘之 校長就任 

元. 7.25  ストーブ取付工事開始 

4. 4. 1  第５代 義煎不三男 校長就任 

4. 9   体育館改修工事終了 

5. 4～3   市研究奨励校 

5.10. 8  開校２０周年記念式典挙行 

7. 4. 1  第６代 北村 哲夫 校長就任 

10. 4. 1  第７代 菅沼 堯男 校長就任 

12. 4. 1  第８代 山川 富弘 校長就任 

13. 4. 1  総合的な学習の時間 南小スタンダード作成 

13. 9     コンピュータ教室整備完了 

15.10.17  開校３０周年記念式典挙行 

17. 4. 1  第９代 松尾 耕作 校長就任 

18.12. 1  市研究奨励校として研究発表（算数） 

19. 6. 8   プール改修工事終了 

20. 4. 1  通級指導学級「くじらぐも学級」開級 

20. 9.30  校舎の耐震補強工事終了 

20.11.28  市研究奨励校として研究発表（算数） 

21. 9. 4  「くじらぐも学級」教室改修工事終了 

23. 4. 1  第１０代 小川 順弘 校長就任 

23.10. 1  普通教室エアコン設置 

25. 4. 1  東京都理数フロンティア指定校（25・26年度） 

25. 5.18  「みなみの会」小金井市 PTA連合会に加入 

25.11. 1  開校４０周年記念式典挙行  

26. 4. 1   東京都地域安全マップコンクール最優秀賞受賞 

27. 4. 1 東京都｢日本の伝統･文化の良さを発信する能力・ 

態度の育成事業」指定校（27～29年度） 

28. 1.15   第 56 回交通安全国民運動中央大会 最優秀校 

28. 4. 1  第１１代 黒田 昭二 校長就任 

29. 2.10  東京都学校歯科保健優良校として表彰 

29. 4. 1  小金井市授業改善推進指定校(29・30年度） 

30. 4. 1  特別支援教室「くじらぐも教室」(拠点校)開室 

30.11.22  小金井市授業改善推進指定校研究発表（国語） 

令元.10～2.2   各学年ごとの群読発表集会 

o2. 3.2～ 全国一斉臨時休校(新型コロナウイルス感染拡大防止) 

o2.11. 2  体育館にエアコン設置 

3. 1. 8   GIGAスクール構想による１人 1台 Chromebook 配備 

4. 4. 1  第１２代 檀原 延和 校長就任  

コミュニティ・スクールに指定される。 

 5. 3.   視聴覚室及び暗室の少人数教室への改修工事完了 

5. 4. 1  開校 50周年記念関連事業始 スローガン、マスコット 

記念歌「みどりののくじら」制作  

学校の沿革 

校 歌 

運営組織 
令和５年度 

〒184-0013 東京都小金井市前原町 2-2-1 

TEL 042-383-1149／FAX 042-382-2049 

学校 HP：https://minami-es.koganei.ed.jp/ 

学 校 要 覧 
小金井市立南小学校 

祝開校 50周年 ～ありがとう５０年～  みんなで なかよく みなみの輪 
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人間愛に根ざし、自他の生命と人格を尊重し、知・徳・体の調和した、豊かな個性と創造力をもち、

心も体も健康な南小の子供を育てる。 

〇ふかく考える子  ○なかよく助け合う子  ◎ねばり強くやり通す子  ○明るく元気な子
 

 

 

 

 

・学力調査の結果を生かし、基礎学力の向上を図る。

・「主体的・対話的で深い学び」の授業づくりを実践し、児童の問題解決力を高める。 

・学力向上に向け、日常的に授業改善に取り組む。 

・指導と評価を一体化させ、児童の学習意欲を高める。 

・家庭との連携を深め、宿題や自主学習等の家庭学習を充実させる。           

・道徳教育の充実を通して、豊かな心の育成を図る。 

・ 特別支援教育コーディネーターを中心にスクールカウンセラーを活用し、教育相談体制を充実させる。 

・不登校児童への個別対応を図る。 

・特別支援教室を機能的に活用し、個に応じた支援体制を構築する。 

・児童の心に寄り添う学級・学年・学校経営を推進する。 

・自分たちの力で環境を整備することを通して、豊かな心を養う。

・人と触れ合うことの大切さを学ばせる。

・図書ボランティアとの連携を図り、読書活動を推進することを通して読書の喜びを実感させる。

・人権教育及び心の教育を充実させ、自他の生命と人格を尊重し、いじめ根絶に向けた取組を徹底する。 

・学校安全計画に基づき、自分の安全は自分で守る能力・態度を育成する。

・運動朝会やラジオ体操等の取組とともに、体力テストの結果に基づき、体力の向上を図る。

・食への興味・関心を高めさせ、食育の推進を図る。 

・学校医との連携を図る。 

 

 

・教育活動の様子を積極的に発信し、家庭・地域との連携・協力を図る。

・組織的な学校運営を図り、一体となった学校づくりを推進す

・共に働き、共に学ぶ学校づくりを通して、教師としての資質を向上させる。

・率先垂範をもとに、児童と共にある教師を目指す。 
 

学 年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計 くじらぐも教室 

学級数 ３ 4 ３ ４ ３ ３ ２０ 

児

童

数 

男 ５４ ５９ ６５ ６４ ５２ ３１ ３２５ １５ 

女 ４４ ４７ ４０ ４７ ４９ ５０ ２７７ ４ 

計 ９８ １０６ １０５ １１１ １０１ ８１ ６０２ １９ 

担 当 医 師 名 医 療 機 関 担 当 医 師 名 医 療 機 関 

内 科 岡 本 智 子 和 田 ク リ ニ ッ ク 歯 科 谷 中 み ゆ き のぞみデンタルクリニック  

眼 科 尾 本  周 小 金 井 南 口 眼 科 整 形 外 科 田 中 功 一 田 中 整 形 外 科 

耳 鼻 科 諸 星 咲 子 も ろ ほ し ク リ ニ ッ ク 薬 剤 師 宇 山 和 江 

№ 職 名 氏 名 担 当 № 職 名 氏 名 担 当

1 38 

2 39 

3 40 

4 41 

5 42 

6 43 

7 44 

8 45 

9 46 

10 47 

11 48 

12 49 

13 50 

14 51 

15 52 

16 53 

17 54 

18 55 

19 56 

20 57 

21 58 

22 59 

23 60 

24 61 

25 62 

26 63 

27 64 

28 65 

29 66 

30 67 

31 68 

32 69 

32 68 

33 69 

34 70 

35 71 

36 72 

37 73 

児童数と学級数（７月１日現在）学区域

職員一覧 （７月１日現在） 

校医・薬剤師

[学区域] 
前原町１丁目 全 域 
前原町２丁目 全 域 
前原町４丁目 全 域 
東 町５丁目 全 域 
中 町１丁目１～６番・１１～１５番 

(1) 学力の向上

〇 学力向上に向け、学力調査の結果を生かし、日常的に授業改善に取り組み基礎学力の向上を図る。

〇 「主体的・対話的で深い学び」の授業づくりを実践し、児童の問題解決力を高める。 

〇 一人 1台端末等のＩＣＴ機器を効果的に活用し、学習の個別最適化や協働的な学びを推進する。 

〇 指導と評価を一体化させ、児童の学習意欲を高める。 

〇 家庭との連携を深め、宿題や自主学習等の家庭学習を充実させる。   

(2) 心と体の育成 

〇 人権教育及び道徳教育を充実させ、自他の生命と人格を尊重し､いじめ根絶に向けた取組を徹底する。 

〇 特別支援教育コーディネーターを中心にスクールカウンセラーを活用し、教育相談体制を充実させる。 

〇 特別支援教室「くじらぐも」を機能的に活用し、個に応じた支援体制を構築する。 

〇 児童の心に寄り添う学級・学年・学校経営を推進するとともに、不登校児童への個別対応を図る。

○ 野川、武蔵野公園、はけなど、地域の教育資源を活用し、自然への理解を深め、自然を守る態度を育てる。

〇 たてわり活動を充実させ、かかわり合い、認め合い、支え合う心を育てる。

〇 図書ボランティアとの連携を図り、読書活動を推進することを通して､読書の喜びを実感させる。

〇 学校安全計画に基づき、自分の安全は自分で守る能力・態度を育てる。

〇 運動朝会への取組とともに、体力テストの結果に基づき、体力の向上を図る。

〇 食への興味・関心を高めさせ、食育の推進を図る。 

(3) 信頼される学校づくり 

〇 学校･学年だより、ＨＰ、まなびポケットを活用し、教育活動の様子を積極的に発信し、信頼関係を築く。 

〇 組織的な学校運営を図り、一体となった学校づくりを推進する。 

〇 共に働き、共に学ぶ学校づくりを通して、教師としての資質を向上させる。 

〇 率先垂範の姿勢で、児童と共にある教師を目指す。 

【目指す学校像】   
・ 子どもが通いたい学校 「友達を思いやり､互いを認め合う学校」「共に学び合い、一人一人が伸びる学校」

・ 保護者の皆様が通わせたい学校「安全で安心して子供を通わせられる学校」「協力し、共に子供を育てる学校」

・ 地域の方々が誇りにできる学校 「地域に開かれ地域の力を生かす学校」「地域文化の中心となる学校」

・ 教職員が働き続けたい学校  「組織の一人として互いに尊重し合い、切磋琢磨する学校」 

【教育目標】 人間愛に根ざし、自他の生命と人格を尊重し、知・徳・体の調和した、 

豊かな個性と創造力をもち、心も体も健康な南小の子供を育てる。  
〇ふかく考える子 ○なかよく助け合う子 ◎ねばり強くやり通す子 ○明るく元気な子

令和５年度  小金井市立南小学校の教育 

 
 

「地域と共にある学校づくり」及び「学校を核とした地域づくり」を目指していきます。 

 
 

○ 子供たちが、南小学校の歴史を振り返り、これまで南小学校を支えてきてくださった方々への感謝、ふ

るさと小金井及び母校である南小学校への愛着を更に深め、次の時代を切り拓く夢と希望がもてるように、

開校５０周年記念行事に取り組んでいく 

〇 地域学校協働活動を充実させ、よりよい教育環境をつくる。【放課後子ども教室・地域未来塾（CoCoみなみ）】 

〇 子育ての悩みを保護者と共有し、力を合わせて子供を育て、信頼関係を築く。 

○ 南小サポーターを募り、保護者や地域等の授業協力者を活用した授業づくりを行う。

〇 地域の教育力やＩＣＴの効果的な活用により、学校の働き方改革を推進する。 

開校 50 周年スローガン ～ ありがとう５０年 ～ みんなで なかよく みなみの輪 

開校５０周年 地域と共にある学校づくり ～コミュニティ･スクールの充実～ 
 



人間愛に根ざし、自他の生命と人格を尊重し、知・徳・体の調和した、豊かな個性と創造力をもち、

心も体も健康な南小の子供を育てる。 

〇ふかく考える子 ○なかよく助け合う子  ◎ねばり強くやり通す子  ○明るく元気な子

・学力調査の結果を生かし、基礎学力の向上を図る。

・「主体的・対話的で深い学び」の授業づくりを実践し、児童の問題解決力を高める。

・学力向上に向け、日常的に授業改善に取り組む。 

・指導と評価を一体化させ、児童の学習意欲を高める。

・家庭との連携を深め、宿題や自主学習等の家庭学習を充実させる。   

・道徳教育の充実を通して、豊かな心の育成を図る。 

・ 特別支援教育コーディネーターを中心にスクールカウンセラーを活用し、教育相談体制を充実させる。

・不登校児童への個別対応を図る。 

・特別支援教室を機能的に活用し、個に応じた支援体制を構築する。

・児童の心に寄り添う学級・学年・学校経営を推進する。 

・自分たちの力で環境を整備することを通して、豊かな心を養う。

・人と触れ合うことの大切さを学ばせる。

・図書ボランティアとの連携を図り、読書活動を推進することを通して読書の喜びを実感させる。

・人権教育及び心の教育を充実させ、自他の生命と人格を尊重し、いじめ根絶に向けた取組を徹底する。 

・学校安全計画に基づき、自分の安全は自分で守る能力・態度を育成する。

・運動朝会やラジオ体操等の取組とともに、体力テストの結果に基づき、体力の向上を図る。

・食への興味・関心を高めさせ、食育の推進を図る。

・学校医との連携を図る。

・教育活動の様子を積極的に発信し、家庭・地域との連携・協力を図る。

・組織的な学校運営を図り、一体となった学校づくりを推進す

・共に働き、共に学ぶ学校づくりを通して、教師としての資質を向上させる。

・率先垂範をもとに、児童と共にある教師を目指す。 

 

 

            
学 年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計 くじらぐも教室 

学級数 ３ 4 ３ ４ ３ ３ ２０ 

児

童

数 

男 ５４ ５９ ６５ ６４ ５２ ３１ ３２５ １５ 

女 ４４ ４７ ４０ ４７ ４９ ５０ ２７７ ４ 

計 ９８ １０６ １０５ １１１ １０１ ８１ ６０２ １９ 

担 当 医 師 名 医 療 機 関 担 当 医 師 名 医 療 機 関 

内 科 岡 本 智 子 和 田 ク リ ニ ッ ク 歯 科 谷 中 み ゆ き のぞみデンタルクリニック  

眼 科 尾 本 周 小 金 井 南 口 眼 科 整 形 外 科 田 中 功 一 田 中 整 形 外 科 

耳 鼻 科 諸 星 咲 子 も ろ ほ し ク リ ニ ッ ク 薬 剤 師 宇 山 和 江 

№ 職 名 氏 名 担 当 № 職 名 氏 名 担   当

1 38 

2 39 

3 40 

4 41 

5 42 

6 43 

7 44 

8 45 

9 46 

10 47 

11 48 

12 49 

13 50 

14 51 

15 52 

16 53 

17 54 

18 55 

19 56 

20 57 

21 58 

22 59 

23 60 

24 61 

25 62 

26 63 

27 64 

28 65 

29 66 

30 67 

31 68 

32 69 

32 68 

33 69 

34 70 

35 71 

36 72 

37 73 

児童数と学級数（７月１日現在）学区域

職員一覧 （７月１日現在） 

校医・薬剤師

[学区域] 
前原町１丁目 全 域 
前原町２丁目 全 域 
前原町４丁目 全 域 
東 町５丁目 全 域 
中 町１丁目１～６番・１１～１５番 

(1) 学力の向上

〇 学力向上に向け、学力調査の結果を生かし、日常的に授業改善に取り組み基礎学力の向上を図る。

〇 「主体的・対話的で深い学び」の授業づくりを実践し、児童の問題解決力を高める。 

〇 一人 1台端末等のＩＣＴ機器を効果的に活用し、学習の個別最適化や協働的な学びを推進する。 

〇 指導と評価を一体化させ、児童の学習意欲を高める。

〇 家庭との連携を深め、宿題や自主学習等の家庭学習を充実させる。 

(2) 心と体の育成 

〇 人権教育及び道徳教育を充実させ、自他の生命と人格を尊重し､いじめ根絶に向けた取組を徹底する。 

〇 特別支援教育コーディネーターを中心にスクールカウンセラーを活用し、教育相談体制を充実させる。

〇 特別支援教室「くじらぐも」を機能的に活用し、個に応じた支援体制を構築する。 

〇 児童の心に寄り添う学級・学年・学校経営を推進するとともに、不登校児童への個別対応を図る。

○ 野川、武蔵野公園、はけなど、地域の教育資源を活用し、自然への理解を深め、自然を守る態度を育てる。

〇 たてわり活動を充実させ、かかわり合い、認め合い、支え合う心を育てる。

〇 図書ボランティアとの連携を図り、読書活動を推進することを通して､読書の喜びを実感させる。

〇 学校安全計画に基づき、自分の安全は自分で守る能力・態度を育てる。

〇 運動朝会への取組とともに、体力テストの結果に基づき、体力の向上を図る。

〇 食への興味・関心を高めさせ、食育の推進を図る。

(3) 信頼される学校づくり 

〇 学校･学年だより、ＨＰ、まなびポケットを活用し、教育活動の様子を積極的に発信し、信頼関係を築く。

〇 組織的な学校運営を図り、一体となった学校づくりを推進する。 

〇 共に働き、共に学ぶ学校づくりを通して、教師としての資質を向上させる。 

〇 率先垂範の姿勢で、児童と共にある教師を目指す。 

【目指す学校像】  

・ 子どもが通いたい学校 「友達を思いやり､互いを認め合う学校」「共に学び合い、一人一人が伸びる学校」

・ 保護者の皆様が通わせたい学校「安全で安心して子供を通わせられる学校」「協力し、共に子供を育てる学校」

・ 地域の方々が誇りにできる学校 「地域に開かれ地域の力を生かす学校」「地域文化の中心となる学校」

・ 教職員が働き続けたい学校 「組織の一人として互いに尊重し合い、切磋琢磨する学校」 

【教育目標】 人間愛に根ざし、自他の生命と人格を尊重し、知・徳・体の調和した、

豊かな個性と創造力をもち、心も体も健康な南小の子供を育てる。  
〇ふかく考える子 ○なかよく助け合う子 ◎ねばり強くやり通す子 ○明るく元気な子

令和５年度 小金井市立南小学校の教育 

「地域と共にある学校づくり」及び「学校を核とした地域づくり」を目指していきます。 

 

○ 子供たちが、南小学校の歴史を振り返り、これまで南小学校を支えてきてくださった方々への感謝、ふ

るさと小金井及び母校である南小学校への愛着を更に深め、次の時代を切り拓く夢と希望がもてるように、

開校５０周年記念行事に取り組んでいく 

〇 地域学校協働活動を充実させ、よりよい教育環境をつくる。【放課後子ども教室・地域未来塾（CoCoみなみ）】 

〇 子育ての悩みを保護者と共有し、力を合わせて子供を育て、信頼関係を築く。

○ 南小サポーターを募り、保護者や地域等の授業協力者を活用した授業づくりを行う。

〇 地域の教育力やＩＣＴの効果的な活用により、学校の働き方改革を推進する。 

開校 50 周年スローガン ～ ありがとう５０年 ～ みんなで なかよく みなみの輪

開校５０周年 地域と共にある学校づくり ～コミュニティ･スクールの充実～ 
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広報 （専１）永富 会計 （教主）松田 特別支援教育コーディネーター 田邊・永富・高木（不登校支援CO含む）

企画 （低１）園部 学年代表 （中１）服部

草野

１学期 田島・山﨑・加藤ほ・高草木・草野・松尾・坂本・永富・前川・高橋 連合作品展運営委員会

特別支援
校　内
委員会

特支Co､くじら担

任

生活指導主任

不登校支援Co

Ｐ
Ｔ
Ａ

書記 （高１）松尾 安全

中村 学校読書活動推進委員会 田邊

加藤ゆ 次世代教育推進委員会 山口

み

な

み

会 ３学期 長澤・山口・加藤ゆ・田邊・春本・稲葉・服部・高木・中村
市教研運営委員

（生主）閏井 人権教育推進委員会 佐藤

校内

食物ｱﾚﾙｷﾞｰ
対応委員会

生活指導主任

保健主任・養護
栄養士・担任

連合音楽会運営委員会 永富 外国語教育推進委員会 野呂

道徳教育推進委員会 園部

評価委員会
(教主)松田 (学・専主)村上・園部・加藤ゆ・春本・田島・松尾・坂本・前川

食育リーダー 城間 就学支援委員会 前川・山倉

教育課程委員会 ｵｰｹｽﾄﾗ鑑賞教室運営委員会

上之 海の移動教室運営委員会 田島

２学期 園部・村上・佐藤ゆ・木村・野呂・松田・城間・上之・閏井・山倉・田中 社会科副読本作成委員会 稲葉 林間学校運営委員会

予　算
委員会

都事務支援員
各教科主任

視聴覚（ICT）委員会 〇山口・長澤・加藤ゆ・田邊・春本・稲葉・服部・上之・坂本・中村 体力向上委員会 加藤ほ

永富

施設管理（早朝・夜間・土日祝日） （有）大東建物管理

入学式委員会 〇園部・村上・佐藤ゆ・木村・野呂・松田・城間・高木・山倉・田中
各種委員会など卒業式委員会 〇田島・山﨑・加藤ほ・高草木・草野・松尾・永富・閏井・前川・髙橋

学校保健
委員会

学校医・学校薬剤

師・養護・栄養士・

保健主任・体育主任

施設管理（昼）・修繕等 　　藪嵜　・福井 給食調理 （株）ジーエスエフ

給食・食物アレルギー 高木

コミュニティ

スクール委員

会

出勤簿・休暇簿整理 伊藤 タイムカード作成 直町 給食事務 遠藤 栄養指導 遠藤

新体力テスト 長澤・城間 運動朝会 坂本・稲葉 中庭活用（周年に向けて） 加藤ほ

水泳 長澤・中村・佐藤 運動会 加藤ほ 体育用具・物品購入 加藤ほ

委員会 上之・春本 クラブ 前川・山﨑

学習発表会 服部・上之 児童会（代表委員会） 服部・高草木・木村 集会 春本・上之 たてわり 山﨑・松田

清掃指導 山倉・加藤ゆ 保健指導 加藤ゆ・高木 ※ 生活指導部はいじめ対策委員を兼ねる。

研究だより 草野 研究まとめ 村上・園部 言語環境整備 高橋・田中 今月の詩 永富・田島・山口

外国語・外国語活動 〇春本・草野 ※ 各教科主任は教科書選定調査委員を兼ねる。

校内生活 閏井 安全指導 野呂・加藤ゆ 災害・犯罪被害防止、緊急対応 田邊・松尾・加藤ゆ

図工 〇上之・松田

体育（保健） 〇加藤北・稲葉 家庭 〇坂本・松尾 総合的な学習 〇田島・長澤 道徳 〇園部・山口

理科 〇服部・高草木 生活 〇野呂・木村 音楽 〇永富・城間

国語（図書・書写） 〇田邊・村上 社会 〇山﨑・加藤ゆ 算数 〇閏井・佐藤

学校要覧 山倉・髙橋 ・田中

30キャリアパスポート 高草木・稲葉

名札諸表示・校内掲示・生活目標 前川・中村・髙橋 ホームページ 山口・加藤ほ ボランティア配当 高木・永富

26指導要録・出席簿 木村・山口・山﨑

27児童指導資料・児童名簿 加藤ほ・城間 28給食・栄養指導 閏井・遠藤 29使用教材届・教材費支払い 佐藤・加藤ゆ・野呂

24教科書・指導書・副読本、教科書事務 加藤ゆ・城間25（２）転入佐藤・園部・上之・（松尾） 春本・田島25（１）転出

坂本・高木・閏井 ８学級編制９チャイム 田邊・高草木・坂本

22机・椅子配当計画 永富・村上 23教室・靴箱配置 閏井・松尾

19学校公開（掲示） 野呂・上之
２０道徳授業地区公開講座 野呂・上之 21日直当番表 松田

1６通知表・スズキ校務 長澤・草野・園部 17保護者会 松田 18個人面談・地域訪問 閏井

令和５年度校務分掌表

１校務分掌組織 松田・閏井 ２始終業式・離任式 閏井・服部 ３年間行事　４月行事予定 松田 ５職員会議計画 松田
10教育実習　11インターン 田邊・村上

12　時間割・特別教室使用表 長澤・永富 13遠足引率 高木 14学校だより 木村・田島 15授業改善推進プラン 松田

６小中交流会 松田・服部 ７補教

：長澤

主 任：松田

学籍
教科書

教育課程

管財

広報・庶務教 務

教科・領域部会

校長
副校長

学校運営協議会

生活指導

研究推進

特別活動

主任：閏井

主任：草野（担当主幹：閏井）

主任：服部（担当主幹：松田）

体育行事

主任：加藤ほ（担当主幹：長澤）

経営支援部




